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 本書はFour-Dimensionalism: An Ontology 








































































 （L）  x=y ならば x と y はまったく 
































である=df （1）x はt において 
  のみ存在し、（2）x は t において y の 
  部分であり、（3）x は、t において y の 
  部分であるいかなる対象とも、t に 

















































































 （F） ある対象 x が存在し（1）クラス 
     Cのいかなる要素も x の部分で 
      あり（2）xのいかなる部分もCの 
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     何らかの要素とある部分を共有 




































     おいてのみ存在する 
（3）（1）より zは tにおいて xの部分で 
   あるいかなる対象とも重なり 
   あっている。 
すなわち、zが x の先の瞬間的な時間的部
分であること（1）～（3）を満たすことが
示されるのである。ここから時間的部分の
存在が示され、「対象は時間的部分を持つ」
という四次元主義の主張が示される。 
 最後に、本稿では紙幅の関係から四次元
主義の擁護までは紹介できたが、筆者の主
張のもう一方の「段階説」までは紹介でき
なかった。「段階説」の議論も興味深いので
是非、本書を読んで確認していただきたい。  
 その他にも本書は時空ワーム、メレオロ
ジー的和、トロープ、対応者理論など幅広
く現代の分析形而上学の主要な概念を扱っ
ている。分析形而上学は新しい分野である
ためか日本語の解説書が充実しておらず、
初学者でも原典から入らないといけないこ
とがしばしばである。そのような中で本書
は主要概念ごとに丁寧に説明と例が書かれ、
訳者による用語解説も付いているのでしっ
かりと読んでいけば理解しやすい本である。
その点で本書は、分析形而上学を学ぶ手引
きとしては最適の本ではないかと私は思う。 
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